

Ver.190827

（日本救急看護学会倫理審査　様式7）
業務委託契約書　
（所属）（職位）（氏名）（以下、甲という。）と（委託業者名）（以下、乙という。）は甲が主任研究者として推進している研究における（具体的な業務内容）の一部（以下、雑役務という）について次の通り契約を締結する。
（委託及び受託する業務）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第1条 　甲は乙に甲が主任研究者として推進している研究における下記に示す具体的な業務内容）（以下、雑役務という）を乙に委託し、乙はこれを受託する。
以下に、委託および受託する業務内容を記載してください。
　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
（業務遂行に必要とする事務機器や要員）
第2条 　乙は雑役務を遂行するに当たって、必要とされる事務機器や要員等は乙の責任において購入あるいは雇用、または、第三者から貸与あるいは派遣を受け遂行するものとする。
（報告義務）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3条 　乙は委託された業務の進行状況及びその顛末を的確にしかも遅滞なく報告しなければならない。甲は（委託した具体的な業務内容を記載して下さい）進行状況を乙に適宜報告しなければならない。
（再委託の禁止）
第４条　乙は,甲の書面による承諾なしに雑役務の全部又は一部を第三者に再委託してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（機密事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５条　乙は甲より開示された資料を第三者に漏洩するなど、甲の不利益となる行為は行わないものとする。但し、印刷物などにより公知となった資料や文書はこの限りではない。また、甲が乙に渡した資料や文書は乙が厳重に管理し、甲の承諾なしに廃棄しないものとする。さらに、甲の要請があれば乙はこれらの資料や文書を直ちに甲に返却する。
（対価）
第６条　甲が乙に委託した雑役務について、甲は乙にその対価を支払うものとする。その額は、（○○）円（消費税込み）（金額が決定次第、記入する）とする。
（事故処理）
第７条　乙の責により、雑役務の遂行に支障を来した場合、乙は甲と協議のうえ、甲の被る損害を最小にすべく迅速に対応策を決定しこれに当たる。また、損害の補償については、甲乙の協議に委ねる。
（不可抗力）
第８条　本契約を履行するにあたり、天災地変、法令上の制限などの不可抗力により契約条項の不履行を生じた場合は甲及び乙は互いにその責を負わないものとする。
（中途解約）
第９条　甲または乙は本契約書の有効期間内であっても本契約書を解約することができる。但し、解約の期日は書面による申し出から１か月を経過した時点とする。
（有効期間）
第10条　本契約書の有効期間は締結された日から西暦〇〇年〇月〇日とする。
（協議事項）
第11条　本契約書に定めのない事項、または、本契約書の各条項に疑義を生じた場合、それぞれが相手方に申し入れを行い、関係法令の規定及び慣行に従い、甲乙協議のうえ決定する。
以上の証として、本覚書を２通作成し、甲乙記名の上、各々１通を保有する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西暦　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　甲　住所　　
　　　　　　　　　　　　　　施設名　
　　　　　　　　　　　　　　研究責任者　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　乙　住所　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　責任者　　　　　　　　　　　　　印
